














































































































































































































の妥当性が問題視されている。しかし、これまでのイスラームにかんする社会学的・人類学的研究が「聖者」 いう呼称 もとにさまざまな存在を一括してきたのは、 （すくなく も調査者 視点からみると） 同じ言葉で称することも可能に思われるなんらかの共通点が、そうした
人々のなかに見出せたからであろう。たとえば鷹木はチュ
ニジアの事例で、 数多く祀られ いる村の聖な 存在の かには 「学者や神秘家であった人物ばかりでなく、 ・・・氏族の始祖 遊牧民出身の聖者、木や石など自然と結びついた聖者、 らに異教徒のユダヤ教徒などまでが含まれている」とその多様性を具体 指摘しな






































































ビア語史料をもとに、初期 聖者信仰における聖者の様子を描き出している。そ 後二〇世紀前半 イス 聖者研究は、とくにフランスで、その植民地であった北アフリカ・マグリブ諸国の聖者信仰を研究 たものがさかんになされ 〔
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的・歴史的なヴァリエーションのなかにも共通する「聖者像」を抜き出していく。それを簡潔にまとめると、以下のようになろう。まず、 （１）彼らは過酷 修行経験や信仰実践の敬虔さゆえに、アッラーから恩寵（バラカ）を付与 。 （２）恩寵が与えられていることを証明するのは、難病の治癒や未来 予言など 他の者 は成しえない奇蹟的な所業である。 （３）その聖者のも には、彼とのかかわりを通じてアッラー 恩寵を受けられ と考える
人々
がやっ

















































































































































































一三世紀に首長が改宗し、交易のた 多数の外来 居住・往来があるものの、住民はイスラーム 深く かわりはもたない（「隔離」
）。その後徐々に住民のイスラーム化が進んだが、 「伝統的」
「偶像崇拝的」信仰は続けられ、一五世紀にイスラーム学術都市として内外からの学者・学生を擁す ようになったあとも、 比較的 ゆるやかな」イスラームの信仰実践がみられる
（「混合」
）。その後、そ
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Reconsideration of the Concept of Islamic 
“Saints” with a Case of alfa in Djnné, Mali 
ITO  Miku 
 
 
In the many parts of Islamic world there are people who are considered to have special power given by 
Allah. Muslims respect and call them in their local appellations. Studies of Islamic “Saints” have enclosed 
such people as “Saints” irrespective of their local variation. As the term of “Saints” has its origin in the 
Christianity, validity of its appropriation to Islamic practices has been discussed.  
This paper presents a reconsideration of the term and concept of Islamic Saints with a case of alfa in 
Djenné, West Africa. Djenné is one of islamic study centers in Sub-Saharan Africa and there are many 
people who are called alfa. Alfas being considered to have special power given by Allah, they play 
important role in people’s every-day life and life cycle as teacher of Koranic school, local Islamic leader, 
maker of talisman, predictor, traditional medical doctor and so on. We can find some common aspects to 
other Islamic “saints” in their roles in the society of Djenné. But their relation with people seems more 
“secular.”  
Such roles and activities of alfa in Djnné rouse the importance of focusing on the local context in the 
studies and discussion on “Islamic Saints.”     
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